京都南部地区

	４） 西ブロック


１．共同宣教司牧を更に推進するためにお互いのコミュニケーションを大切にする地域共同体

（ねらい）

昨年のブロック活動の評価を通してお互いにプロセスを共有しながら活動出来ましたが、その中で世代を超えた
信仰による交流と新たな福音宣教への動機を持つ必要性が確認されました。今年はより一層相互に交流し信仰を
伝えるための動機を高めたいと思います。

（実行すべき計画）

	西ブロック担当司祭団
	西ブロック役員・部会代表者
	西ブロック信徒

	· 教区的ニードと情報及び地域

の現状を司牧的判断によって

調整したうえで地域宣教司牧

に生かす。

· 担当司祭どうしの違う賜物を更に生かしあい、福音的交流を

深め、共働の精神を学ぶ。

· 昨年の反省から、この地域の

ために共同宣教司牧の実りを

もたらすもう一人の担当司祭や

協力司祭を探す。


	· 教区情報やブロックの方向性に

関して、理解し把握する。

· 小教区の信徒がより多く信徒

養成講座に参加するように、

信徒のニードを収集し養成の

機会を増やす試みを行う。

· 司祭が行う役務を除いて、教会

運営や宣教活動において信徒

各自が自立していく方法論を

探求する。

· 司祭団と信徒、また集会祭儀

司式者や病床訪問グループ

とのコンセンサス。
	· 教区・ブロックで定められた

分かち合い・共同黙想・研修の

機会に出来るだけ主体的に

参加する

· 教会活動に参加できない場合、

自分の意見を代弁して下さる

信徒に連絡する。

· 自他の信仰観を尊重しつつ、

現代社会に存在する教会が

新しい福音宣教の使命を遂行

する時、信徒は自己の使命を

新たに見直して、教会と共に

使命を実行していく勇気を

持つ。




２．自の実情・生き方を通して共同宣教司牧の実りと各自の福音宣教を評価しあう共同体

（ねらい）

昨年は共同体における賜物の識別と分かち合いをテーマとしましたが、教会はそれ自体が宣教的でもあります。
各自が日常生活において神の宣教のわざの奉仕者となれるように、意識して教会活動以外で自分がどのように
宣教者として遣わされているかに気づき、何かしらの活動を行い、再びそれを信仰共同体で分かち合いたいと
思います。

（実行すべき計画）

	西ブロック担当司祭団
	西ブロック役員、部会代表者
	西ブロック信徒

	· 自分が担当している講座に
よって、求道者や信徒に対して、
絶えず新しい共同宣教司牧の
精神で養成をしていく。

· 信徒養成講座（西ブロック集会
祭儀司式者・聖体奉仕者）に
よる養成。

· 新しい講座の探求。「続」入門
講座のようなもの。
	· 教会の信徒の代表者グループ
として、自分が出会う信徒を
教会の構成員として養成出来る
ように積極的に関わっていく。

· 分かち合いの充実のための
新しい方法の提案。


	· ミサと日常生活において、自己
のキリスト者としての生き方や
宣教のわざに焦点をあてて
生きているかどうか見極める。

· 自分自身を通して行われた神の
宣教のわざを共同体の信仰と
信頼関係のうちに分かち合い、
感謝しあう。


